
 

 

いしかわ動物園の平成２０年度管理状況 
施設所管課 観光交流局 交流政策課 

指定管理者 （財）石川県県民ふれあい公社 

    理事長 粟原 正一 

指定期間 平成 18年 4 月 1 日 ～ 平成 21年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・職員間の意見交換等を行うことで、情報を共有するととも

に、展示内容の説明向上を図るなどして、接遇の向上に努め

た。 

 ・他館（のとじま水族館）との交流研修を実施し、他館のサ

ービスを実体験することで接遇向上に繋げた。 

利用者の苦情・意見の把握・対応  

 ・来園者に対し、積極的に展示説明を行うなどしてコミュニ

ケーションを図り、利用者ニーズの把握に努めた。 

 ・ＨＰで、お問い合せアドレスを掲載し、動物園や動物につ

いての意見・質問を聴取し、速やかに返答するとともに、利

用者ニーズに添った運営を実施した。 

 

その他特記事項 

・障害者・高齢者に対し、車椅子の貸出しを行った。 

・雨天時に傘の貸出しを行った。 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・アニマルトークの開催（４月～３月、計１２回）参加人数１１３人 

・自然クラブ（４月～３月、計６回）参加人数１５７人 

・裏側探検ツアー（４月～３月、計１２回）参加人数２２２人 

・動物クイズラリー（４月～３月）参加人数３，７１８人 

・写生大会（4/1～4/25、中学生以下）参加人数５７４人 

・ナイト・ズー（7/26,27）参加人数４，３８６人 

・ナイト・ズー（8/13,14）参加人数１０，３１１人 

・ナイト・ズー（8/23,24）参加人数７，５４２人 

・ナイト・ズー（10/12）参加人数５，５６４人 

・夏休み工作教室(8/2,9,16,23,30)参加人数２３４人 

・カバの日本一長寿を祝う会(9/15)参加人数１５０人 

施設の情報提供、広報、広告 

・ＧＷ期間、ナイトズー、秋の行楽期間にテレビＣＭ、新聞広告を  

実施。 

・イベントチラシを関係機関等に配付。 

・ホームページ掲載、メールマガジン（月２回）の送付 

・広報誌「アニマルアイズ」の配付（年４回、延６０００部） 

 



 

 

使用の許可に関する 

業務 

（２）② のとおり 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃：良好な環境及び美観の維持に心がけ、「エコ動物園」と

して施設の快適な空間を保った。 

保守点検：施設の安全かつ良好な状態を維持する為、日常巡回 

点検を実施。 

警備：開園時間内については、施設内を適宜巡回し、夜間につ

いては、機械警備により異常発生時に速やかに対応でき

る体制を整えた。 

小規模修繕：消防設備、給排水等、ポンプ修繕等を実施し、施 

設の保全に努めた。 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・いしかわ動物園消防防災計画等による年２回の消防訓練の実

施や事故発生等による緊急時対応についての職員教育の実施。 

・個人情報の漏洩に注意し厳重に管理。 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指 標 Ｈ１９年度 

（参考） 

Ｈ２０年度 前年度比 増減理由 

入園者数（人） 319,485 315,769 99 % 

    

 

②使用許可等の状況 

施設名 許可件数 不許可件数 不許可理由 

    

    

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

施設名 収入額(円) 減免額(円) 減免理由 

入園料 162,713,780 14,359,010 学校行事、ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ、身障者等 

ロッカー 61,200   

ベビーカー 734,000   

    

    

    

計 163,508,980 14,359,010  

 

 

 

 



 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収 入 支 出 

管理料 ２５９,３０５ 人件費 ２５０,０２６ 

利用料収入 １６２,７１４ 光熱水費 ５７,６０６ 

その他 ７９５ 修繕費 １０,５１２ 

  委託料 ２８,１７７ 

  使用・賃借料 ６,１００ 

  飼料費 １９,３４１ 

  広告宣伝費 ５,８３９ 

  消耗品費 １１,２５７ 

  その他 １３,５６６ 

    

合計 ４２２,８１４ 合計 ４０２,４２４ 

収支差額    ２０,３９０  

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（H21.1月～H21.3月実施 有効回答数３５６件） 

回 答 項 目 

良い 概ね良い 普通 やや悪い 悪い 

利用者サービス 50.6 % 45.8 % - 3.6 % 0.0 % 

施設の維持管理 54.0 % 46.0 % - 0.0 % 0.0 % 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年 月 内 容 対 応 

   

   

 

②事故、故障等 

年 月 内 容 対 応 

平成 20年 7月 チンパンジーの逃走 ただちに緊急閉園するとともに緊急

捕獲体制をとり、麻酔銃、吹き矢に

より眠らせて捕獲収容した。 

再発防止のため、職員に厳重注意す

るとともに、飼育マニュアルの遵守

徹底と飼育実務研修を強化した 

   

③その他報告事項など 

 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ａ ・アンケートやホームページで動物園についての意見・

質問を聴取し、利用者ニーズに応えた運営に努めてい

る。 

・ 各動物の生態や時事のトピックスをこまめにパネル

展示したり、動物教室等を積極的に開催するなど、教

育普及活動の公的役割が評価できる。 

 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・園内の清掃は常に行き届いており、「エコ動物園」と

してのイメージが保たれている。 

・消防や給排水設備等の修繕を実施し、施設の保全に努

めている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・「いしかわ動物園消防防災計画」等に基づき年２回の

訓練を実施しているとともに、事故発生時の緊急対応

について職員教育を実施している。 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・個人情報の漏洩に注意し、厳重に管理している。 

総合評価 Ｂ ・動物飼育の専門的なノウハウを活かした施設の運営管

理がなされている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


